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分泌調節への SAPKs 経路の関与について検討を行った。 
【対象と方法】 




分泌量は ELISA で測定した。 
 
【結 果】 
［各阻害剤投与による DU145、PC-3 細胞の増殖変化］ 




SP600125 投与にて DU145、PC-3 両細胞とも JNK、c-Jun のリン酸化は阻
害されたが、total JNK の発現は変化を受けなかった。ERK のリン酸化も変化
を受けなかった。しかし両細胞とも SP600125 投与にて p38MAPK のリン酸化
が起こった。SB203580 投与にて、両細胞とも p38MAPK のリン酸化は阻害さ
れたが、total p38MAPK の発現は変化を受けなかった。また、ERK、c-Jun の
リン酸化は両細胞とも変化を受けなかった。PD98059 投与にて、両細胞とも
ERK のリン酸化は阻害されたが total ERK の発現は変化を受けなかった。しか
し、PC-3 細胞では p38MAPK、c-Jun のリン酸化は変化を受けなかったのに対
し、DU145 細胞では PD98059 投与にて p38MAPK のリン酸化が起こり、c-Jun
のリン酸化は阻害された。 
 
［各阻害剤投与による DU145、PC-3 細胞からの IL-6 分泌の変化］ 
IL-6 分泌は両細胞とも SB203580 投与にて有意に減少したが、SP600125 投
与では逆に著明に増加した。また PD98059 投与にて、PC-3 細胞の IL-6 分泌は
変化を受けなかったが、DU145 細胞では著明な IL-6 分泌増加が見られた。 




 ERK、p38MAPK、JNK シグナル伝達経路は、いずれも DU145、PC-3 ヒト
前立腺癌細胞のアンドロゲン非依存性増殖に関与していることが示唆された。
さらに、IL-6 分泌調節を介したアンドロゲン非依存性増殖は、SAPKs、とくに
p38MAPK 経路を介して調節されている可能性が示唆された。 
